
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】窓ガラス越しのけいこ風景  

第１３回目 ～（道場３を指導員室窓ガラス越しに）～ 

北見市武道館１階中央の階段を上り、２階の突き当りには程よい

空間の道場３があります。道場内に入って左手に大きな鏡が備え

付けられ、その鏡を見ながら居合道や空手などの稽古をします。

中央奥には指導員室が男女二つの更衣室に挟まれる様に設けら

れ、畳敷きになっています。指導員室から居合道の稽古風景を窓

ガラス越に間近で見学させてもらうと、鋭い気迫と緊張感が伝わってきます。 

合気武道至誠館本部が佐野松雄館長追悼演武大会を武道館で開催しました！ 

9 月 27 日「大東流合気武道至誠館佐野松雄館長追悼演武大会」が行われ

ました。この度の演武大会は、昨年 9 月に逝去された佐野松雄至誠館長の

追悼のために開かれました。美幌町や網走市からも参加、遠くはイスラエ

ルやロシア支部から門人 12 名も加わり盛大に行われました。正面には佐野

松雄至誠館長の遺影を掲げ佐野先生を偲び厳かに奉納演武が行われました。 

北見市武道館落成祝に嬉しいお宝の贈り物！ 

北見柏陽高校出身の新傳三男氏から北見市武道館にお宝が寄贈されまし

た。新傳氏は、その後国士舘大学柔道部を経て釧路第一高等学校教諭とし

て生徒の柔道指導にあたりました。自らも選手として大活躍された方です。

釧路柔道連盟会長を歴任され、国士舘大学等を通じ全日本柔道釧路合宿誘

致に尽力、柔道界の発展に貢献されています。この度、こうした中で集ま

った自身の宝物を「北見市武道館に飾ってください」と頂くことになりま

した。左、2004 アテネオリンピック柔道競技出場選手監督等全員のサイン

入りの特製絵皿・右、嘉納行光講道館長の書・下、嘉納治五郎師範体系第

１４巻が北見市武道館の陳列棚や事務室、指導員室に大事に保管されてることになりました。 

連載「武道宝鑑」第５弾 柔道の本義と修行の目的  講道館師範 嘉納治五郎  
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